
【２】インテーク・アセスメントシート【スタッフ使用】 

<DB 入力(付随シート以外)>  

インテーク・アセスメントシート 

ＩＤ  氏名 イチロウさん 
最終 

更新日 
平成××年×月××日 

 

サブ区分

フラグ 
 関連ＩＤ  備考  

■相談経路・相談歴 

※当初 

相談経路 

□本人自ら連絡（来所）        □本人自ら連絡（電話・メール） 

□家族・知人から連絡（来所）     □家族・知人から連絡（電話・メール） 

□自立相談支援機関がアウトリーチして勧めた  

■関係機関・関係者からの紹介（関係機関・関係者名：  ××地区民生委員 〇〇さん  ） 

□その他（                                                     ） 

これまでの相談歴の有無(本人や家族に過去にどこかの機関への相談経験があるかを確認) 

□なし     ■あり 

相談歴の概況／相談経緯 (誰が、どこに、どのような相談をしたか、その結果がどうであったかを記載) 

 

近隣が高齢の母を心配して民生委員に連絡。民生委員が訪問して母から状況を聞き、自立相談支援機関につ

ながった。 

■本人の主訴・状況 

本人の

訴えや

状況 

（生活歴

を含む） 

板前として働き、一人暮らしをしていた。３年前にリストラされた際、父はもう亡くなっていて実

家には母が一人で生活していたが、高齢になって心配な様子も出てきていたことから、本人も実家

に戻って母と二人で生活するようになった。 

リストラされて以降、就職活動をしていたが、何回も面接を落とされ、調理以外の仕事もあたって

みたが、なかなか仕事が見つからなかった。貯金を使い果たした後は、母の年金をあてにせざるを

得なくなり、だんだん気持ちが荒んできて、飲酒の量も増えていった。ここ一年ぐらいは就職活動

はしておらず、朝からお酒を飲んでひきこもりがちの生活を送っている。 

以前にお金に困って市役所に相談に出向いたが、一方的に働くように言われて不信感を抱くように

なった。このままではいけないと思っているが、何も考えたくない。 



【２】インテーク・アセスメントシート【スタッフ使用】 

<DB 入力(付随シート以外)>  

■本人の主訴・状況（続き） 

（１）家族・地域関係・住まい 

※同居

者 
■有（自分を含んで   ２ 人）  □無 

別居の 

家族 
□有(           )   □無 

※婚姻 
□未婚 □既婚 □離別 □死別 

□その他（         ） 
※子ども 

□無 

□有（   人 →扶養 □有 □無） 

家族

の状

況 

（子ども

のことを

含む） 

父はすでに逝去。生前は飲酒が過ぎてアルコール依存症となり、母に暴力をふるうこともあった。

本人は父に反発していた。 

母：マサ子さん（82 歳）。ＡＤＬが低下し、家事をすることが難しくなっている。先日、玄関先で

転倒し、左手首を骨折、地域包括支援センターが関わることとなった。親子の関係はよく、互

いに気遣っている様子がある。 

 

住居 

■持家      □借家   

□賃貸アパート・マンション   

□公営住宅   □会社の寮・借り上げ住宅     

□野宿      □その他（           ） 

地域と

の関係 

母は近所付き合いをしてきたので、近隣

の人たちは母のことを心配している。 

特記 

事項 

本人は近所の人と会うことを避け、近所の人が本人に声をかけるとにらみつけられるので、みん

な怖がっている。本人が野良猫に残飯を与えるので、猫がたくさん集まってきて近隣から苦情が

出ている。 

 

（２）健康・障害 

※健康 

状態 

■良い   

□良くない/通院している 

□良くないが通院していない    

通 院 先 / 

服 薬 ・ 診

断・症状等 

 

健康 

保険 

■国民健康保険   

□健康保険（国保以外） 

□加入していない  

障害 

手帳等 

■無   □有→□身体(     級) 

□知的（療育）(     )  

□精神(     級) 

自立支援医療 □利用 □利用せず 

特記 

事項 
長時間の飲酒が継続されていくと、今後が心配される。 

 

（３）収入・公的給付・債務等 

家計の

収支 

状況 

世帯として 

月々入ってくるお金 （月額     13 万 円) 

月々出ていくお金  （月額        円) 

家計 

状況 
収入は母の厚生遺族年金のみ。 

課税 

状況 

□住民税非課税世帯である 

□住民税非課税世帯ではない 

滞納 □滞納あり    ■滞納なし 

債務 □債務あり    □債務なし 

公的 

給付 

（受給中） 

□雇用保険  □老齢年金・遺族年金 

□障害者年金 □特別障害者手当 

□児童手当     □児童扶養手当   

□特別児童扶養手当 □住居確保給付金 

□その他（              ） 

生活 

保護 
 

特記 

事項 

年金は母が管理しており、本人は母から週に一回程度１万円の食費を預かって自分と母親の分の食

材を購入している。 

住民税等の滞納はない。 



【２】インテーク・アセスメントシート【スタッフ使用】 

<DB 入力(付随シート以外)>  

（４）職業・職歴等 

①概況 

※就労 

状況 

□就労している 

□就労しているが、転職先を探したい/探して

いる 

□今後、就労予定（就労先決定済み） 

□仕事を探したい/探している（現在無職） 

■仕事をしていない（仕事は探していない） 

最終 

学歴等 

□中学（高校未入学） □中学（高校中退） 

□高校（大学中退を含む）    

□特別支援学校（学級を含む）  

□専門学校・専修学校・各種学校  

□高等専門学校    □短大 

□大学・大学院    □その他 

→ □現在、就学中 

※直近

の離職

後年数 

□6 ヵ月未満    □6 ヵ月以上～1年未満  

□1 年以上～2年未満    

■2 年以上     □仕事をしたことがない 

資格・ 

技術 

□自動車免許   

□その他資格・技術 

（                          ） 

希望 

職種等 
 

 

②現在の職業 

職業 業務内容 雇用形態 

   

勤務年数 ※月収 賞与の有無・回数等 賞与（年間） 

    年    ヵ月 万円  万円 
 

③過去の職歴 ※現在に近い順に上から記載 

勤務期間 雇用形態 月収 職業・業務内容 

年   月～ 26 年 月 正社員 万円 板前 

年   月～   年   月  万円  

年   月～   年   月  万円  
 

④職業・職歴等の特記事項 

 

（５）その他の特記事項 

すぐに応募できるポスティングのアルバイトの情報があり、週払いの交渉もできると話すと、「詳しく教え

てほしい」と意欲を見せた。 

■緊急支援 

※緊急支援の必要性 

■なし     □あり(具体的な状況：                                            ) 

※緊急支援の内容 

□住居確保給付金 

<申込日>    平成      年       月       日 

給付期間     年    月～    年    月     ヵ

月 
給付額       円/月 

□一時生活支援事業 
<申込日>    平成      年       月       日 

支援期間     年    月    日 ～     年    月    日 

その他緊急支援の実施状況 

 



【２】インテーク・アセスメントシート【スタッフ使用】 

<DB 入力(付随シート以外)>  

■アセスメント結果の整理と支援方針の検討 

課題と背景

要因 

ひきこもりがちの生活のなかで、無精ひげがのび、顔色もすぐれない。体格がいいこともあ

り、人に威圧感を与える印象がある。しかし母親への声かけは穏やかで、相談支援員と初め

て会ったときにも「母がお世話になっています」と頭を下げた。 

当初は「僕のことは結構ですから」と拒否を示し、以前に役所に相談に行ったときに嫌な思

いをしたから信じられないと強い口調で話す様子があった。辛抱強く聞いていったところ、

「就職活動のお金もないから何か援助が受けられないか相談に行ったら、いろいろ質問さ

れ、聞かれたことがわからなかったから聞き直したら、大声で年寄りに言い聞かせるように

繰り返された。あんな対応されたら誰でも嫌になるでしょ」と話してくれた。相談支援員が

訪問することについて拒否はしないものの、「面接で何度も落とされてもう嫌になった。こ

の年齢になると仕事はないね」と投げやりな態度を見せている。 

母との情緒的な交流や猫にエサをやるエピソードから、もともとは人に気遣いを示す優し

い性格であるとも推測される。しかし、就職活動で挫折し、また経験のある板前以外の仕事

について考えはしても踏み出せない様子から、不器用さはあるのかもしれない。 

すぐに応募できるアルバイトがあり週払いの交渉もできると話すと、身を乗り出した。母に

就職活動のお金を頼みたくないという心情を尊重し、具体的に取り組める活動を一つひと

つ提案しながら意欲を引き出して成功体験を重ね、生活の立て直しを後押ししていく必要

がある。 

※課題のまと

めと支援の

方向性 

（300 字以内

で整理） 

① 週払いのアルバイトを提案し、就職活動の費用を得る。 

② 就職活動について、板前以外の仕事について体験する機会をつくる等しながら、選択肢

を増やしていく。 

③ 母親の支援者と情報共有し、さらにアセスメントを重ねていくとともに、介護サービス

の導入等により、本人が安心して働ける環境を整える。 

※チェック 

項目 

□病気     □けが     □障害（手帳有）    □障害（疑い）    □自死企図   

■その他メンタルヘルスの課題（うつ・不眠・不安・依存症・適応障害など）  

□住まい不安定    □ホームレス      ■経済的困窮   □（多重・過重）債務  

□家計管理の課題   ■就職活動困難    □就職定着困難  ■生活習慣の乱れ 

■社会的孤立（ニート・ひきこもりなどを含む）   ■家族関係・家族の問題    □不登校      

□非行   □中卒・高校中退  □ひとり親   □DV・虐待    □外国籍    □刑余者      

□コミュニケーションが苦手   □本人の能力の課題（識字・言語・理解等）   □被災 

□その他（                                ） 

■スクリーニング 

※スクリーニング実施日 平成     年     月     日 

※対応結果・方針 

□１．情報提供や相談対応のみで終了 

□２．他の制度や専門機関で対応が可能であり、つなぐ 

(必要に応じて、事前連絡や同行支援を実施し、結果をフォローアップする) 

(→つなぎ先の制度・専門機関：                          ) 

□３．現時点では本人同意はとれていないが、引き続き同意に向けて取り組む 

■４．自立相談支援機関が継続支援し、プランを策定する 

□５．スクリーニング判断前に中断・終了(連絡がとれない/転居等) 

特記事項  

 

対応重要度 □A     □B     □C     □D 



【２】インテーク・アセスメントシート【スタッフ使用】 

<DB 入力(付随シート以外)>  

【2】付随シート(紙での使用) 

ＩＤ  氏名 マサ子さん、イチロウさん 

■家族関係図 

家族関係図（□＝男性、○＝女性） 支援経過における変化 

          父        マサ子さん（82 歳） 

 

 

 

                               

 

 

 

 

               イチロウさん（54 歳） 

 

■エコマップ(地域や周囲との関係性) 

エコマップ 支援経過における変化 

 

 

・マサ子さん 厚生年金 13 万円 

・イチロウさん 元板前 



 

 


